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4 4 4 4
ことであらゆる領
域における自らの立ち位置、課題や展望などを立体的に描けるようになるのだ。現
代人の生活において、鳥瞰図的な巨視という認知のあり方は、自身を取り巻く全て
の物事・事象を深く分析し、適切に理解する上で必要不可欠なのである。
　その意味で現実生活の中では、ただ目の前の一点を直視してゲージ内の回転車で
ひたすら走り続けるハムスターのような状態だけは回避したいものである。
